
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】
は、粒子直径が、０．１μｍ以上３５０μｍ以下のもの ２５％

含む 請求項 記載の 泥濘化及び砂塵防止並びに排
水性改良資材。
【請求項３】

【請求項４】
は、粒子直径が、５０μｍ以上５０００μｍ以下のもの ３５％以

上含む 請求項 記載の 泥濘化及び砂塵防止並びに排
水性改良資材。
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表面活性処理物質と、該表面活性処理物質により活性処理が施された繊維状物質とを含み
、前記表面活性処理物質は、陽イオン置換容量５０ｍｅｑ／１００ｇ以上である粘土、シ
ルト、活性炭粉末、珪藻土及び鹿沼土から選ばれる１種以上のものであることを特徴とす
るクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良資材。

前記表面活性処理物質 を 以
上 ことを特徴とする １ クレーグランド用の

表面活性処理物質と、該表面活性処理物質により活性処理が施された繊維状物質とを含み
、前記表面活性処理物質が、自体積の３０倍以上の体積の水を吸う、吸水性ポリマー、ア
クリル系高分子剤、アクリル共重合体及び架橋アクリルポリマーから選ばれる１種以上の
ものであることを特徴とするクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良資
材。

前記表面活性処理物質 を
ことを特徴とする ３ クレーグランド用の



【請求項５】

【請求項６】
繊維状物質 、ヒノキ、スギ、ヒバ ユーカリの樹皮 ヤシガラの粉砕品で

、繊維長が５ｍｍ以下のものを１０％以上含むものである請求項１～ のいずれかに記載
の 泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良資材。
【請求項７】

表層土０～３０ｃｍの土に、１０～６０％混合することを特徴とする
泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良施工方法。

【請求項８】

表層土０～３０ｃｍの土に、１０～６０％混合した後、臨 関係湿度３５％以
下であるもの 、塩化マグネシューム 塩化カルシューム 工業用塩化ナトリューム

酢酸カルシューム 尿素 １種以上 を１ｍ２ 当たり３０～２０００
ｇ散布することを特徴とする 泥濘化及び砂塵防止・排水性改良施工方法
。
【請求項９】

表層土０～３０ｃｍの土に、１０～６０％混合した後、臨 関係湿度３５％以
下であるもの 、塩化マグネシューム 塩化カルシューム 工業用塩化ナトリューム

酢酸カルシューム 尿素 １種以上 を１ｍ２ 当たり３０～２０００
ｇ散布し、更に を０．１％以上５０％以下含む
表面活性処理物質を１ｍ２ 当たり１０～７５０ｇ散布することを特徴とする

泥濘化及び砂塵防止・排水性改良施工方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は表面活性処理を施した繊維状物質を配合した泥濘化及び砂塵防止並びに排水性
改良資材及び施工方法
【０００２】
【従来の技術】
　従来の泥濘化防止対策は、使用されたグランドの表層土約３０ｃｍをはぎ取り、建設残
土として捨て、新しく山を崩してマサ土を運び込み、客土をして、整地し、振動ローラー
でとにかく締め固めて、泥濘化防止を計っていた。そして、砂塵防止は、塩化カルシュー
ム等、大量にまくことで対処していたが、それでも、降雨により泥濘化し、晴天が続くと
砂塵が立ちこめ、近隣の苦情が絶えなかった。
【０００３】
【発明が解決しょうとする課題】
　従来技術のように客土すると、建設残土として処分する必要が生じ、又、採土による緑
地破壊の問題があった。泥濘化を防ぐため、硬くしめ固められたグランドは、クッション
性なく、児童・スポーツマンがよく捻挫する欠点があった。砂塵防止のためには、食塩（
塩化ナトリウム）・塩化カルシューム等が大量にグランドに播かれ、一度の降雨で殆ど流
亡し、河川湖沼を富栄養化する欠点があった。
【０００４】
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表面活性処理物質と、該表面活性処理物質により活性処理が施された繊維状物質とを含み
、表面活性処理物質は、陽イオン置換容量５０ｍｅｑ／１００ｇ以上である粘土、シルト
、活性炭粉末、珪藻土及び鹿沼土から選ばれる１種以上のものと、自体積の３０倍以上の
体積の水を吸う、吸水性ポリマー、アクリル系高分子剤、アクリル共重合体及び架橋アク
リルポリマーから選ばれる１種以上のものと、からなることを特徴とするクレーグランド
用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良資材。

前記 は 若しくは 又は
５

クレーグランド用の

請求項１～６のいずれかに記載のクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改
良資材を、 クレーグ
ランドの

請求項１～６のいずれかに記載のクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改
良資材を、 界

として 、 、
、 及び から選ばれる のもの

クレーグランドの

請求項１～６のいずれかに記載のクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改
良資材を、 界

として 、 、
、 及び から選ばれる のもの

自体積の３０倍以上の体積の水を吸う物質
クレーグラン

ドの



【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、表面活性処理を施した繊維状物質を、土に配合した泥濘化防
止及び防塵防止用資材及び施工方法を提供する。
【０００５】
　すなわち、本発明は、下記の泥濘化防止及び防塵防止並びに排水性改良資材及びその施
工方法を提供するものである。
　

　なお、

　２． は、粒子直径が、０．１μｍ以上３５０μｍ以下のもの ２
５％ 含む 記載の 泥濘化及び砂塵防止並びに排
水性改良資材。
　３．

　なお、

　４． は、粒子直径が、５０μｍ以上５０００μｍ以下のもの ３
５％以上含む 記載の 泥濘化及び砂塵防止並びに排
水性改良資材。
　５．

　 繊維状物質が、ヒノキ スギ ヒバ ユーカリの樹皮 ヤシガラの粉砕品
で、繊維長が５ｍｍ以下のものを１０％以上含むものである のいずれかに記載の

の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良資材。
　

表層土０～３０ｃｍの土に、１０～６０％混合することを特徴とする
泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良施工方法。

　
表層土０～３０ｃｍの土に、１０～６０％混合した後、臨界関係湿度３５％以

下であるものとして、塩化マグネシューム 塩化カルシューム 工業用塩化ナトリューム
酢酸カルシューム 尿素 １種以上 を１ｍ２ 当たり３０～２０００

ｇ散布することを特徴とする 泥濘化及び砂塵防止・排水性改良施工方法
。
　

塩化マグネシューム 塩化カルシューム 工業用塩化ナトリューム
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１．表面活性処理物質と、該表面活性処理物質により活性処理が施された繊維状物質と
を含み、前記表面活性処理物質は、陽イオン置換容量５０ｍｅｑ／１００ｇ以上である粘
土、シルト、活性炭粉末、珪藻土及び鹿沼土から選ばれる１種以上のものであることを特
徴とするクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良資材。

表面活性処理物質は、陽イオン置換容量５０ｍｅｑ／１００ｇ以上である物質を
１％以上７０％以下含んでいるのが好ましい。また、陽イオン置換容量５０ｍｅｑ／１０
０ｇ以上である物質は、粘土、シルト、活性炭粉末、珪藻土及び鹿沼土から選ばれる１種
以上のものを１％以上７０％以下含んでいるのが好ましい。

前記表面活性処理物質 を
以上 ことを特徴とする１ クレーグランド用の

表面活性処理物質と、該表面活性処理物質により活性処理が施された繊維状物質と
を含み、前記表面活性処理物質が、自体積の３０倍以上の体積の水を吸う、吸水性ポリマ
ー、アクリル系高分子剤、アクリル共重合体及び架橋アクリルポリマーから選ばれる１種
以上のものであることを特徴とするクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性
改良資材。

表面活性処理物質は、自体積の３０倍以上の体積の水を吸う物質を０．１％以上
５０％以下を含んでいるのが好ましい。また、自体積の３０倍以上の体積の水を吸う物質
は、吸水性ポリマー、アクリル系高分子剤、アクリル共重合体及び架橋アクリルポリマー
から選ばれる１種以上のもの０．０１％以上１０％以下含有しているのが好ましい。

前記表面活性処理物質 を
ことを特徴とする３ クレーグランド用の

表面活性処理物質と、該表面活性処理物質により活性処理が施された繊維状物質と
を含み、表面活性処理物質は、陽イオン置換容量５０ｍｅｑ／１００ｇ以上である粘土、
シルト、活性炭粉末、珪藻土及び鹿沼土から選ばれる１種以上のものと、自体積の３０倍
以上の体積の水を吸う、吸水性ポリマー、アクリル系高分子剤、アクリル共重合体及び架
橋アクリルポリマーから選ばれる１種以上のものと、からなることを特徴とするクレーグ
ランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改良資材。

６． 、 、 若しくは 又は
１～５ ク

レーグランド用
７．１～６のいずれかに記載のクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改

良資材を、 クレーグ
ランドの

８．１～６のいずれかに記載のクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改
良資材を、

、 、
、 及び から選ばれる のもの

クレーグランドの

９．１～６のいずれかに記載のクレーグランド用の泥濘化及び砂塵防止並びに排水性改
良資材を、表層土０～３０ｃｍの土に、１０～６０％混合した後、臨界関係湿度３５％以
下であるものとして、 、 、



酢酸カルシューム 尿素 １種以上 を１ｍ２ 当たり３０～２０００
ｇ散布し、更に を０．１％以上５０％以下含む
表面活性処理物質を１ｍ２ 当たり１０～７５０ｇ散布することを特徴とする

の泥濘化及び砂塵防止・排水性改良施工方法。
　 グランド表層土に、５０μｍ以下粒子径のもの２０％以上含む粘性土を１ｍ２ 当
たり１～３０リットル混合することを特徴とする請求項１０記載の 泥濘
化及び砂塵防止並びに排水性改良施工方法。
【０００６】
　表面活性処理物質としては、陽イオン置換容量が大きなものほど望ましく、望ましくは
５０ｍｅｑ／１００ｇ以上のものである。又、粒子径は小さいもの程望ましい。細粒にす
るにはコストがかかるものもあり、特に粉砕して得るものは、望ましくは、直径５ｍｍ以
下に粉砕する。粒状炭の粉、鹿沼土のふるい下等、製品として使用出来ない微粉は特に好
ましく、小さい程、表面活性能力が出る。よって、これらはふるい分けし、ふるい下に副
産物として発生したものが、そのまま使える利点がある。
【０００７】
　スギ・ヒノキ樹皮を粉砕し、用途によりその大きさを変え、表面活性処理物を加え、よ
く混合し、繊維表面に表面活性処理物を固定させる。表面活性処理物質が、

として、合成アクリル・ポリアクリルアミド・架橋状アクリ
ルポリマー等、保水能力の強いポリアクリル系合成品が用いられる。これらも粒子径は細
かい程望ましい。
【０００８】
　スギ・ヒノキ・ヒバ・ユーカリの樹皮及びヤシガラを粉砕した繊維は、表面活性能力が
殆どなく、保水能力がなく、塩化カルシューム等の保湿剤を表層土に保持することが出来
ず、防塵防止効果に劣る欠点を改良することが出来た。
【０００９】
　粘性土は、５０μｍ以下の微粒子の含有量により、その特性は大きく変わり、２０％以
上含むことが望ましい。このように、粘土・シルト分に当る微粒子を多く含むものは、採
石場・石の研磨作業場・洗い砂作業所・土木工事現場等から大量に発生するがその用途は
なく、建設残土・産業廃棄物となっていた。そのものを、有効活用出来るそのメリットは
大きい。
【００１０】
【作用】
　クレー（自然土）グランドの最大の欠点は、降雨後の泥濘化が激しく、降雨後のグラン
ドの使用が出来ず、仮に、使用してもぬかるみになり、満足なプレーが出来ず、その上、
怪我を起す危険度が高かった。本発明による施工を行なうと、土壌の安定性が増す。その
上、塩化カルシューム等の保湿剤を土グランド表面に固定させることが出来、より砂塵防
止効果を高めた。本発明により、この難問題の解決が出来、併せて、防塵防止及び排水性
を改良することが出来る資材を提供し、施工法を完成した。本発明によるものは、１００
％天然品で、産業廃棄物となっていたものを有効活用するものである。その上、上記の効
能が長年月維持出来、安価に環境を汚さない施工が可能となった。
【００１１】
　＜実施例１＞繊維長５ｍｍ以下２８％含むヒノキ樹皮粉砕品に、粒子径０．１μｍ以上
３５０μｍ以下のもの５６．５％含む木材燃焼灰５％加え、よく混合し、樹皮表面処理を
行い、そのものを、クレーグランド表層土に３５％加え、よく混合し、整地し、塩化カル
シュームを１ｍ２ 当たり１５０ｇ均一にまき、ＮＳサンドを１ｍ２ 当たり２リットルまき
、整地する
【００１２】
　＜実施例２＞繊維長５ｍｍ以下１７％含むスギ樹皮粉砕品に、粒子径０．１μｍ以上３
５０μｍ以下のもの４８％含む珪藻土３％加え、よく混合し、樹皮表面処理を行い、その
ものをクレーグランド表層土に２０％加え、よく混合し整地し、酢酸カルシュームを１ｍ
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、 及び から選ばれる のもの
自体積の３０倍以上の体積の水を吸う物質

クレーグラン
ド

１０．
クレーグランドの

自体積の３０
倍以上の体積の水を吸う物質

。



２ 当り２００ｇ均一にまき、ＮＳサンドを１ｍ２ 当り１０リットルまき整地する。
【００１３】
　＜実施例３＞繊維長５ｍｍ以下２３％含むスギ樹皮粉砕品に、粒子径０．１μｍ以上３
５０μｍ以下のもの６１．５％含む鹿沼土を２５％加え、よく混合し、樹皮表面処理を行
い、その物をクレーグランド表層土に２５％加え、よく混合し、整地し、尿素を１ｍ２ 当
り５０ｇ均一にまき、砂を１ｍ２ 当り５リットルまき、整地する。
【００１４】
　＜実施例４＞繊維長５ｍｍ以下５７％含むスギ樹皮粉砕品に、粒子径０．１μｍ以上３
５０μｍ以下のもの７３．７％含む粘土を１２．５％を加え、よく混合し、樹皮表面処理
を行い、そのものをクレーグランド表層土に４０％加え、よく混合し、整地し、塩化マグ
ネシュームを１ｍ２ 当り８５ｇまき、整地する。
【００１５】
　＜実施例５＞１ｍ２ 当り５０μｍ以下の粒子径を３５％含む粘性土１７リットルをグラ
ンド表面に広げ繊維長５ｍｍ以下３３．６％含むスギ樹皮粉砕品に、粒子径０．１μｍ以
上３５０μｍ以下のもの９５．４％含む下水汚泥焼却灰７．５％を加え、よく混合し、樹
皮表面処理を行い、そのものを土グランンド表層土に２５％加え、よく混合し、整地する
。塩化カルシュームを１ｍ２ 当り１００ｇ、粗砂を３リットルまき、整地する。
【００１６】
　＜対照＞（従来工法）
クレーグランドの表層土を、深さ３０ｃｍに掘り、残土として捨て、新しく微分カットし
た山土を搬入し、整地し、転圧口をかけ、塩化カルシュームを１ｍ２ 当り２ｋｇまく。
【００１７】
【発明の効果】
　本発明は以上説明したように構成されているので、次に記載するような効果を奏する。
【００１８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１９】
　＜測定方法＞
　人工降雨を８７ｍｍ降らした後、接地面積２００ｃｍ２ に１００ｋｇの荷重を、１分間
に１回の割りで１０回かけ、沈下する深さを測定し、沈下深さを泥濘化の目安とした。
【００２０】
【表２】
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【００２１】
　＜測定方法＞
　人工送風機で風速を変え、３０分間所定の風速にさらし、試料砂の飛砂量を求め、砂塵
防止効果の目安とした。
【００２２】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２３】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２４】
　＜測定方法＞
　ブロクターニードル貫入抵抗試験法により測定、クッション性の指標とした。
【００２５】
【表５】
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【００２６】
　＜測定方法＞
　表層土１ｃｍを採土して、塩濃度を測定し、砂塵防止作用の目安とした。
【００２７】
　〈考察〉本発明によるものは、泥濘化防止及び砂塵防止効果に顕著に優れた。又、排水
性及びクッション性にも優れ、雨後の使用にも耐え、クッション性に優れた健康的なクレ
ーグランドを提供する。
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